
 

津波に関する検討状況について 

 

 

１ 津波浸水等の予測 

   

（１）津波到達時間 

  津波の到達時間については、防災上重要な情報であることから、沿岸部における津波の到達時間について、

検討を行った。津波の速度は水深に依存するため、津波の到達時間は海底の地形等に大きく左右されるもので

あるが、一般的には波源より遠いほど到達が遅れると考えられる。 

  今回、計算結果に基づく到達時間をグラフに整理したところ、全体的に波源より遠くなるほど到達が遅くな

る傾向が見られた。しかしながら、局所的にごく短時間で到達したり、到達が非常に遅くなったりする箇所が

見られる（図 1－1上）。 

このように、津波到達時間が周辺に比べ大きく異なる個所は、湾形状（自然地形、漁港・港湾部など）とな

っており、その中でも地形変化が特徴的な箇所（地形的な角部→防波堤先端や河川合流箇所など）であるとい

える。 

このような海陸の境界であって、地形的に急変する箇所では、津波計算において地殻変動量を考慮した際に、

地殻変動量に段差が生じやすい箇所であるとされ、これが一因であるとされている。また、差分法を用いた計

算において、計算誤差が生じやすいとも言われている。 

そこで、このような異常箇所については、周辺の到達時刻と比較しながら異常値の除去を行うこととした（図

1－1下、図 1－2）。 

 到達時間を算出する津波の高さについては、当初津波注意報の下限に当たる 20cm を最小の高さとして検討

を行っていたが、20cm では地殻変動量の影響が大きく全体の傾向がつかめなかった。県としては、できる限り

低い津波高での到達時間を示したいことから、内閣府(2012)の報告にもある各市町毎にそれぞれ 1m、3m、5m、

10m、20m に達する時間に加え 50cm に達する時間も示すこととする（表 1）。 
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図 1－1 津波到達時刻が異常値（周辺と大きく異なる）となる個所の例と異常値の削除
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表 1 市町毎の津波到達時間（南海トラフの巨大地震津波ケース①による作業図） 

50cm 1m 3m 5m 10m 20m
湖西市 7 9 13 23 24 -

浜松市 北区 235 - - - - -
浜松市 西区 5 7 13 22 23 -
浜松市 南区 4 5 6 18 19 -

磐田市 3 4 6 17 18 -
袋井市 4 5 7 18 - -
掛川市 4 5 8 19 20 -
御前崎市 4 4 7 11 12 -
牧之原市 4 6 8 12 14 -
吉田町 3 4 6 6 - -
焼津市 2 2 3 4 - -

静岡市 駿河区 3 4 5 6 16 -
静岡市 清水区 2 2 3 4 - -

富士市 3 3 11 - - -
沼津市 3 4 4 5 16 -
伊豆市 4 4 4 5 - -
西伊豆町 4 4 4 5 6 -
松崎町 4 4 5 5 5 -
南伊豆町 4 4 5 5 5 7
下田市 12 13 13 13 14 17
河津町 17 18 18 18 19 -
東伊豆町 15 18 18 18 20 -
伊東市 16 19 20 21 - -
熱海市 24 24 25 - - -

指定市郡名市区町村名
最短到達時間(単位：分　四捨五入)

 

 

＜参考：内閣府（2012）による津波到達時間（ケース①）＞ 

1m 3m 5m 10m 20m
湖西市 10 17 23 23 -

浜松市 北区 - - - - -
浜松市 西区 8 13 22 23 -
浜松市 南区 5 7 18 19 -

磐田市 5 6 17 19 -
袋井市 6 7 18 - -
掛川市 6 8 19 20 -
御前崎市 5 7 11 12 -
牧之原市 6 8 12 14 -
吉田町 4 6 6 - -
焼津市 2 3 4 - -

静岡市 駿河区 4 5 6 16 -
静岡市 清水区 2 3 4 - -

富士市 3 11 - - -
沼津市 4 4 5 - -
伊豆市 4 4 5 - -
西伊豆町 4 4 5 6 -
松崎町 4 5 5 5 -
南伊豆町 4 5 5 5 7
下田市 13 13 13 14 17
河津町 18 18 18 19 -
東伊豆町 16 18 18 20 -
伊東市 19 20 21 - -
熱海市 24 29 - - -

最短到達時間（単位：分）
指定市郡名市区町村名

 

作業図 
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（２）津波の時刻歴波形 

  津波の到達時間や想定浸水域図への理解を深めるためにも、静岡県内の沿岸部約 100 箇所において、津波の

時刻歴波形を取得することとした。今回の試算における代表的な試算例について、図 2に示す。 

  東北地方太平洋沖地震の津波と比較しても、比較的波長の短い津波となっており、これが内陸への浸水に影

響を与えていると考えられる。 

 

 

 

 

 

図 2 レベル２の津波計算での時刻歴波形（南海トラフ巨大地震ケース①） 
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（３）レベル１の津波における地盤隆起の取り扱い方 

レベル１の津波を想定するに当たり、これまでの津波対策との整合性等を考慮し、地震の際の地殻変動で生

じる地盤の隆起量を考慮することとした（図 3－1）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3－1 津波浸水シミュレーションにおける計算条件(案)（前回分科会資料より抜粋） 

 

検討にあたっては、津波浸水のリスクを過小に評価しないよう計算上の隆起量を全てを用いることを避け、

かつ、静岡県第３次地震被害想定との整合性を考慮し、図 3－2 のフローに示す手法により調整することとし

た。なお、沈降量については、レベル１、レベル２の津波とも計算上の沈降量を見込んでいる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3－2 レベル１の津波における地殻変動量データの処理フロー
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（４）想定浸水域図のアウトプットイメージ 

 

 静岡県第４次地震被害想定における津波浸水予測図については、次の内容で出力する（図 4、図 5）。 

① 背景には数値地図を使用する。 

② 浸水深の色・区分は国土交通省の「津波浸水想定の設定の手引き」を基本にし、分かりやすい色を用い

る。 

③ 方位は上が北で固定する。 

④ 縮尺はすべての図で統一する。 

⑤ 出来る限り、市区町が一つの図内で収まるようにするが、大きな市区町は分割して示す。 

⑥ 河川内については、白抜きにすることが一般的であるが、遡上範囲を示すためにあえて「浸水深」とし

て塗色する。 

⑦ Ａ３大で作成することとし、当該地域の浸水図のほか、浸水図の位置・範囲図、浸水深の説明図などを

加えて出力する（様式については検討中）。 

また、市町村別の浸水面積についても表でとりまとめる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4 浸水図範囲区分案 
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２ 相模トラフ沿いで発生する地震に伴う津波想定の検討状況 

 

（１）経緯 

  静岡県第４次地震被害想定における相模トラフ側のレベル１、レベル２の津波としては、行谷ほか(2011)に

よる元禄型関東地震、大正型関東地震の波源断層モデルを用いて、静岡県内に残る津波痕跡の再現性をより高

める観点から、これらのモデルの修正を検討してきた。 

 

（２）西相模湾断裂を追加した津波浸水予測計算結果 

 ３月に開催した地震・火山対策分科会／津波対策分科会において、伊東市内陸部における津波痕跡の再現が

できていないことについて、西相模湾断裂を考慮するよう助言があったことから、行谷ほか(2011)モデルに西

相模湾断裂を追加したモデル（図 8）を作成し、津波浸水予測計算を実施した。しかし、伊東市内陸部の痕跡

記録は再現できなかった（図 10）。 

 なお、西相模湾断裂のパラメータは、石橋(1980)（図 9）を参照し、すべり量を 2 倍にしている。 

 

図 8 西相模湾断裂を加えた波源断層モデル 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 9 西相模湾断裂（図中③と④の部分） 

（「日本の地震断層パラメターハンドブック」佐藤良輔編,1989） 
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図 10 西相模湾断裂を加えた津波断層モデルでの計算例 

（上：西相模湾断裂を加えた検討結果、下：パターン０による検討結果） 

 

西相模湾断裂を加えた検討結果 

パターン０による検討結果 
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（３）行谷ほか（2011）を基に作成した津波断層モデル 

 

 行谷ほか（2011）の原著モデル（図 11）ですべり量が最大となる領域（３Ｃ：すべり量 8.8ｍ）のすべり量

を 20ｍとし、その倍率で他の領域のすべり量も大きくしたモデル（パターン０：図 12、表 2）を第４次地震被

害想定における相模トラフ沿いで発生するレベル２の津波（元禄型関東地震）と位置づける。なお、伊東市内

陸部等の津波痕跡が再現されていないことについては、現在の科学的知見では元禄型関東地震の津波を再現す

ることには困難があること、津波浸水予測計算により示された浸水予想範囲外にも津波痕跡があり、浸水リス

クがあることを示し、注意喚起を図るものとする。 

また、この設定をもとにレベル１の津波（大正型関東地震）としてすべり量を調整したものを検討している。 

元禄型関東地震の津波想定の計算結果について図 13 に示す。また、この計算結果と津波痕跡記録との比較

については図 14 のとおりである。 

 

 
図 11 行谷ほか（2011）による津波断層モデル 
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図 12 行谷ほか(2011)を修正した元禄型関東地震（パターン０）波源モデル 
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